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第一部【企業情報】

第１【企業の概況】

１【主要な経営指標等の推移】

回次
第122期

第２四半期連結
累計期間

第123期
第２四半期連結
累計期間

第122期
第２四半期連結
会計期間

第123期
第２四半期連結
会計期間

第122期

会計期間

自平成20年
４月１日
至平成20年
９月30日

自平成21年
４月１日
至平成21年
９月30日

自平成20年
７月１日
至平成20年
９月30日

自平成21年
７月１日
至平成21年
９月30日

自平成20年
４月１日
至平成21年
３月31日

売上高（千円） 3,327,2681,251,8992,196,036959,0506,976,182

経常利益又は経常損失（△）

（千円）
356,704△287,012 231,783△47,777 504,733

四半期（当期）純利益又は四半期

純損失（△）（千円）
202,512△292,598 125,033△53,377 189,384

純資産額（千円） － － 3,364,6992,876,2613,247,847

総資産額（千円） － － 7,310,0865,491,8855,704,354

１株当たり純資産額（円） － － 229.06 207.52　 230.36

１株当たり四半期（当期）純利益

金額又は１株当たり四半期純損失

金額（△）（円）

13.79 △20.91　 8.51 △3.84 13.03

潜在株式調整後１株当たり四半期

（当期）純利益金額（円）
－ － － － －

自己資本比率（％） － － 46.0 52.4 56.9

営業活動による

キャッシュ・フロー（千円）
104,268△244,295 － － 334,235

投資活動による

キャッシュ・フロー（千円）
△100,300△245,902 － － △145,036

財務活動による

キャッシュ・フロー（千円）
△9,128 361,022 － － △438,122

現金及び現金同等物の四半期末

（期末）残高（千円）
－ － 1,876,9841,504,0471,633,223

従業員数（人） － － 144 149 146

　（注）１．当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載し

ておりません。

２. 売上高には消費税等は含まれておりません。

３．潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載してお　

りません。
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２【事業の内容】

　当第２四半期連結会計期間において、当社グループ（当社及び当社の関係会社）が営む事業の内容について、重要な

変更はありません。また、関係会社における異動もありません。

 

３【関係会社の状況】

　当第２四半期連結会計期間において、関係会社の異動はありません。　

 

４【従業員の状況】

(1）連結会社の状況

 平成21年９月30日現在

従業員数（人） 149 　

　（注）　従業員数は、就業人員であります。

(2）提出会社の状況

 平成21年９月30日現在

従業員数（人） 117 　

　（注）　従業員数は、就業人員であります。
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第２【事業の状況】

１【生産、受注及び販売の状況】

(1）生産実績

　当第２四半期連結会計期間における生産実績を事業の種類別セグメントごとに示すと、次のとおりであります。

事業の種類別セグメントの名称
当第２四半期連結会計期間
（自　平成21年７月１日
　　至　平成21年９月30日）

前年同四半期比（％）　

合板機械事業（千円） 479,841 27.9

木工機械事業（千円） 76,251 91.5

住宅建材事業（千円） 217,363 95.1

合　　　　計（千円） 773,455 38.1

　（注）１．金額は販売価格で算出しており、消費税等は含まれておりません。

２．外注加工による生産を含んでおります。

(2）受注実績

　当第２四半期連結会計期間における受注実績を事業の種類別セグメントごとに示すと、次のとおりであります。

事業の種類別セグメントの名称 受注高（千円）
前年同四半期比（％）

　
受注残高（千円） 前年同四半期比（％）

合板機械事業 349,166 80.8 722,790 26.9

木工機械事業 86,312 35.8 －　 －

住宅建材事業 193,142 83.9 80,121 60.1

合　　　　計 628,620 69.6 802,911 28.0

　（注）　金額は販売価格で算出しており、消費税等は含まれておりません。

　

(3）販売実績

　当第２四半期連結会計期間における販売実績を事業の種類別セグメントごとに示すと、次のとおりであります。

事業の種類別セグメントの名称
当第２四半期連結会計期間
（自　平成21年７月１日　
　  至　平成21年９月30日）

前年同四半期比（％）

合板機械事業（千円） 638,882 36.3

木工機械事業（千円） 113,303 51.0

住宅建材事業（千円） 206,864 95.9

合　　　　計（千円） 959,050 43.7

　（注）　１．セグメント間取引については相殺消去しております。

２．前第２四半期連結会計期間及び当第２四半期連結会計期間における主な相手先別の販売実績及び当該販

売実績の総販売実績に対する割合は次の通りであります。

相手先

前第２四半期連結会計期間
（自　平成20年７月１日
至　平成20年９月30日）

当第２四半期連結会計期間
（自　平成21年７月１日
至　平成21年９月30日）

金額（千円） 割合（％） 金額（千円） 割合（％）

　秋田プライウッド株式会社 461,918 21.0 286,751 29.9

　林ベニヤ産業株式会社 － － 267,129 27.9

　３. 本表の金額には、消費税等は含まれておりません。
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２【事業等のリスク】

　当第２四半期連結会計期間において、新たに発生した事業等のリスクはありません。

　また、前事業年度の有価証券報告書に記載した事業等のリスクについて重要な変更はありません。 

 

 

３【経営上の重要な契約等】

　当第２四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。

　

 

４【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

　文中の将来に関する事項は、当四半期報告書提出日現在において当社グループが判断したものであります。　

（1）業績の状況

　当第２四半期連結会計期間における我が国経済は、世界的な経済状況のなか最悪期を脱して回復傾向に向かいつ

つあるとの見方がある一方で、個人消費の伸び悩み、雇用、所得環境の悪化、企業収益の落ち込みなどで設備投資も

低迷するなど、当面予断を許さない状況が続くものと思われます。

　当社グループの主要取引先であります合板・木工・住宅建材業界では、予想をはるかに超える住宅着工件数の減

少、設備投資意欲の減退など先行き不透明感による設備投資の先延ばしなど、需要は大きく落ち込みました。

　このような経済状況のもと、当第２四半期連結会計期間の当社グループの売上高は959百万円（前年同四半期比

56.3％減）となりました。

　

　事業の種類別セグメントの業績は次のとおりであります。

①合板機械事業

　合板機械部門は、需要減少により予定の売上が確保できず、売上高は638百万円（前年同四半期比63.7％減）

となりました。

　営業利益につきましては、原価及び工程管理をきめ細かく実施し、コスト削減に努めましたが、20百万円の利

益（前年同四半期比93.1％減）となりました。

　

②木工機械事業

　木工機械部門は、業界全体における需要の減少により、売上高は113百万円（前年同四半期比49.0％減）とな

りました。

　営業利益につきましては、販売努力及び社内合理化には努めたものの70百万円の損失（前年同四半期比

32.8％増）となりました。

　

③住宅建材事業

　住宅建設資材部門は、住宅着工数の減少がマイナス要因となっており、売上高は206百万円（前年同四半期比

4.1％減）となりました。

　営業利益につきましては、売上高は低下したものの、コスト削減等がプラス要因となり、13百万円（前年同四

半期比78.4％増）の利益となりました。

 

　これらの結果、当第２四半期連結会計期間の当社グループの業績は、営業損失51百万円（前年同四半期は営業利

益229百万円）、経常損失47百万円（前年同四半期は経常利益231百万円）、四半期純損失53百万円（前年同四半

期は四半期純利益125百万円）となりました。
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（2）キャッシュ・フローの状況

　当第２四半期連結会計期間末における現金及び現金同等物（以下「資金」という。）は、前期末残高と比べ

 129百万円減少し、1,504百万円となりました。

　

　当第２四半期連結会計期間における各キャッシュ・フローの状況とそれらの要因は次のとおりであります。

　

（営業活動によるキャッシュ・フロー）　

　営業活動の結果、使用した資金は、131百万円（前年同四半期は180百万円の獲得）となりました。これは主

に、税金等調整前四半期純損失の計上及び売上債権の増加によるものであります。

　

（投資活動によるキャッシュ・フロー）

　投資活動の結果、使用した資金は、174百万円（前年同四半期は70百万円の獲得）となりました。これは主に、

有形固定資産の取得及び貸付金の貸付によるものであります。

　

（財務活動によるキャッシュ・フロー）

　財務活動の結果、使用した資金は、67百万円（前年同四半期は50百万円の使用）となりました。これは主に、

長期借入金の返済及び自己株式の購入によるものであります。

 

（3）事業上及び財務上の対処すべき課題

　当第２四半期連結会計期間において、当社グループが対処すべき課題について重要な変更はありません。

 

（4）研究開発活動

　当第２四半期連結会計期間におけるグループ全体の研究開発活動の金額は、38百万円であります。

なお、当第２四半期連結会計期間において、当社グループの研究開発活動の状況に重要な変更はありません。

 

（5）経営成績に重要な影響を与える要因及び経営戦略の現状と見通し

　平成19年６月の建築基準法改正により住宅着工戸数は減少しており、平成19年度の住宅着工戸数は103万５千

戸と前年度に比べ25万戸（約19.5％）の減少にて推移し、平成20年度の住宅着工戸数は103万９千戸と前年度に

比べ３千戸（約0.3％）の微増にて推移、当第２四半期会計期間（７月～９月末）の住宅着工戸数は18万6千戸

で前年同四半期に比べ10万4千戸（約35.8％）の減少となりました。

　当社グループを取り巻く事業環境として、住宅建材、木工機械、合板機械の需要は、新設住宅着工戸数の変動に

大きく影響されやすく、経営成績に影響を与える要因となっております。

　また、主力合板機械事業での大型機械の据付は連休工事を余儀なくされ、特定の時期に集中し、生産性向上に対

してマイナス要因となっています。　　　　

　当社グループといたしましては、これらの状況をふまえて、これまでと同様に、合板・木工機械事業におきまし

ては、芽を出しつつあるオンリーワンの商品群（超精密研磨機、横型プレス、ドライヤー、シャクレーサー、レピ

ア、フィンガージョイントプラント等）をナンバーワンに押し上げるべく注力し続けています。

  また、子会社「太平ハウジング株式会社」におきましては、加工工程の中に材料の自動カットシステムを導入

し端材の有効利用、パネルの付加価値向上等を実践しております。

  上記を順次実行することにより、季節的要因を少なくし、安定した業績確保を目指しております。

  財務の見通しにつきましては、前期末にシンジケートローン（実効可能期間付タイムローン）を取引銀行と

締結し、中長期的に予想される資金確保にも随時追加借入が可能なように対処をしております。

　

　厳しい局面は当分継続するものと予想されます。当社グループを取りまく事業環境も依然として先行き不透明

な状況が続くものと思われますが、引きつづき原価及び工程管理をきめ細かく実施し、営業活動を進めて受注確

保に努めてゆく所存であります。　
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第３【設備の状況】
(1）主要な設備の状況

　当第２四半期連結会計期間において、主要な設備に重要な異動はありません。

 

(2）設備の改修等の計画

　当第２四半期連結会計期間において、前連結会計年度末に計画した重要な設備の新設、除却等について、重要な変

更はありません。また、新たに確定した重要な設備の新設、除却等の計画はありません。
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第４【提出会社の状況】

１【株式等の状況】

（１）【株式の総数等】

①【株式の総数】

種類 発行可能株式総数（株）

普通株式 25,000,000

計 25,000,000

②【発行済株式】

種類
第２四半期会計期間末現在
発行数（株）
（平成21年９月30日）

提出日現在発行数（株）
（平成21年11月13日）

上場金融商品取引所名又は登
録認可金融商品取引業協会名

内容

普通株式 15,000,000 15,000,000
名古屋証券取引所市場第二部

大阪証券取引所市場第二部

単元株式数

1,000株　

計 15,000,000 15,000,000 － －

　

　

（２）【新株予約権等の状況】

　該当事項はありません。

　

　

（３）【ライツプランの内容】

　該当事項はありません。

　

 

（４）【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式総
数増減数(株)

発行済株式総
数残高(株)

資本金増減額
（千円）

資本金残高
（千円）

資本準備金増
減額（千円）

資本準備金残
高（千円）

平成21年７月１日～　

　　　　

平成21年９月30日

－ 15,000,000－ 750,000 － 77,201
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（５）【大株主の状況】

 平成21年９月30日現在

氏名又は名称 住所
所有株式数
（千株）

発行済株式総数に
対する所有株式数
の割合（％）

　木戸　修 　愛知県豊田市 1,350 9.00

　株式会社太平製作所 　小牧市大字入鹿出新田字宮前955番８ 1,139 7.59

　太平製作所取引先持株会 　小牧市大字入鹿出新田字宮前955番８ 1,091 7.27

　大平製作所自社株投資会 　小牧市大字入鹿出新田字宮前955番８ 943 6.29

　株式会社三菱東京ＵＦＪ銀行 　東京都千代田区丸の内２丁目７番１号 670 4.46

　株式会社名南製作所 　愛知県大府市梶田町３丁目130番地 387 2.58

　内藤　幸男 　愛知県大府市 350 2.33

　株式会社愛知銀行 　愛知県名古屋市中区栄３丁目14番12号 250 1.66

　中央三井信託銀行株式会社 　東京都港区芝３丁目３３－１ 250 1.66

　株式会社名古屋銀行 　愛知県名古屋市中区錦３丁目19番17号 250 1.66

計 － 6,682 44.55

　（注）　平成21年10月１日付で株式会社太平製作所は、自己株式81,000株を取得しました。
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（６）【議決権の状況】

①【発行済株式】

 平成21年９月30日現在

区分 株式数（株） 議決権の数（個） 内容

無議決権株式                     －                     －                     －

議決権制限株式（自己株式等）                     －                     －                 　  －

議決権制限株式（その他）                     －                     －                 　  －

完全議決権株式（自己株式等）   普通株式   1,139,000                    －                 　  －

完全議決権株式（その他）   普通株式  13,790,000               13,790                　  －

単元未満株式   普通株式      71,000                    －                　  －

発行済株式総数             15,000,000　                    －                     －

総株主の議決権                     －                13,790                    －

　

　　　②【自己株式等】

 平成21年９月30日現在

所有者の氏名又は名称 所有者の住所
自己名義所有
株式数（株）

他人名義所有
株式数（株）

所有株式数の
合計（株）

発行済株式総数
に対する所有株
式数の割合(％)

 株式会社太平製作所
愛知県小牧市大字入鹿出　

　　　新田字宮前955番8
1,139,000 － 1,139,000 7.6

計 － 1,139,000 － 1,139,000　 7.6

 　（注）　上記のほか、平成21年10月１日に取得した自己株式が81,000株（議決権の数81個）あります。

　　　　　 なお、当該株式数は上記①「発行済株式数」の「完全議決権株式（その他）」の欄に含まれております。　

２【株価の推移】

【当該四半期累計期間における月別最高・最低株価】

月別
平成21年
４月

５月 ６月 ７月 ８月 ９月

最高（円） 150 132 129 170 150 150

最低（円） 114 114 118 125 131 136

　（注）　最高・最低株価は、大阪証券取引所市場第二部におけるものであります。

　

　

３【役員の状況】

　前事業年度の有価証券報告書の提出日後、当四半期報告書の提出日までにおいて、役員の異動はありません。
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第５【経理の状況】

１．四半期連結財務諸表の作成方法について

　当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19年内閣府令

第64号。以下「四半期連結財務諸表規則」という。）に基づいて作成しております。

　なお、前第２四半期連結会計期間（平成20年７月１日から平成20年９月30日まで）及び前第２四半期連結累計期間

（平成20年４月１日から平成20年９月30日まで）は、改正前の四半期連結財務諸表規則に基づき、当第２四半期連結

会計期間（平成21年７月１日から平成21年９月30日まで）及び当第２四半期連結累計期間（平成21年４月１日から

平成21年９月30日まで）は、改正後の四半期連結財務諸表規則に基づいて作成しております。

２．監査証明について

　当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、前第２四半期連結会計期間（平成20年７月１日から平

成20年９月30日まで）及び前第２四半期連結累計期間（平成20年４月１日から平成20年９月30日まで）に係る四半

期連結財務諸表については監査法人トーマツによる四半期レビューを受け、また、当第２四半期連結会計期間（平成

21年７月１日から平成21年９月30日まで）及び当第２四半期連結累計期間（平成21年４月１日から平成21年９月30

日まで）に係る四半期連結財務諸表については有限責任監査法人トーマツによる四半期レビューを受けております。

　

　なお、監査法人トーマツは、監査法人の種類の変更により、平成21年７月１日をもって有限責任監査法人トーマツと

なっております。

EDINET提出書類

株式会社太平製作所(E01547)

四半期報告書

11/26



１【四半期連結財務諸表】
（１）【四半期連結貸借対照表】

（単位：千円）

当第２四半期連結会計期間末
(平成21年９月30日)

前連結会計年度末に係る
要約連結貸借対照表
(平成21年３月31日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 1,724,047 1,853,223

受取手形及び売掛金 1,011,049 ※2
 1,100,859

製品 107,906 100,493

仕掛品 289,331 283,091

原材料及び貯蔵品 169,399 190,834

繰延税金資産 18,434 18,788

その他 39,776 89,122

貸倒引当金 △24,431 △23,984

流動資産合計 3,335,512 3,612,427

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物（純額） 849,129 856,522

土地 689,746 689,746

その他（純額） 149,634 133,408

有形固定資産合計 ※1
 1,688,511

※1
 1,679,677

無形固定資産 51,213 33,857

投資その他の資産 ※3
 416,647

※3
 378,391

固定資産合計 2,156,372 2,091,926

資産合計 5,491,885 5,704,354

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 497,863 739,706

短期借入金 750,000 750,000

1年内返済予定の長期借入金 150,000 100,000

未払法人税等 1,490 17,139

賞与引当金 35,297 35,970

その他 227,001 309,070

流動負債合計 1,661,652 1,951,886

固定負債

長期借入金 400,000 －

繰延税金負債 239,927 241,923

退職給付引当金 238,350 207,179

役員退職慰労引当金 44,347 46,453

その他 31,346 9,063

固定負債合計 953,972 504,619

負債合計 2,615,624 2,456,506
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（単位：千円）

当第２四半期連結会計期間末
(平成21年９月30日)

前連結会計年度末に係る
要約連結貸借対照表
(平成21年３月31日)

純資産の部

株主資本

資本金 750,000 750,000

資本剰余金 77,201 77,201

利益剰余金 2,221,071 2,570,065

自己株式 △165,303 △133,934

株主資本合計 2,882,969 3,263,332

評価・換算差額等

その他有価証券評価差額金 △6,708 △15,484

評価・換算差額等合計 △6,708 △15,484

純資産合計 2,876,261 3,247,847

負債純資産合計 5,491,885 5,704,354
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（２）【四半期連結損益計算書】
【第２四半期連結累計期間】

（単位：千円）

前第２四半期連結累計期間
(自　平成20年４月１日
　至　平成20年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自　平成21年４月１日
　至　平成21年９月30日)

売上高 3,327,268 1,251,899

売上原価 2,551,958 1,195,432

売上総利益 775,309 56,467

販売費及び一般管理費 ※
 430,051

※
 347,155

営業利益又は営業損失（△） 345,257 △290,688

営業外収益

受取利息 3,165 1,777

受取配当金 4,767 3,061

デリバティブ評価益 4,982 －

鉄屑売却収入 4,410 1,077

助成金収入 － 15,221

その他 4,949 3,216

営業外収益合計 22,276 24,353

営業外費用

支払利息 10,723 8,073

デリバティブ評価損 － 9,393

その他 105 3,211

営業外費用合計 10,829 20,678

経常利益又は経常損失（△） 356,704 △287,012

特別損失

固定資産除売却損 321 7,650

特別損失合計 321 7,650

税金等調整前四半期純利益又は税金等調整前四半期
純損失（△）

356,382 △294,663

法人税、住民税及び事業税 145,599 690

過年度法人税等 － 2,951

法人税等調整額 8,271 △5,706

法人税等合計 153,870 △2,065

四半期純利益又は四半期純損失（△） 202,512 △292,598
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【第２四半期連結会計期間】
（単位：千円）

前第２四半期連結会計期間
(自　平成20年７月１日
　至　平成20年９月30日)

当第２四半期連結会計期間
(自　平成21年７月１日
　至　平成21年９月30日)

売上高 2,196,036 959,050

売上原価 1,717,002 825,712

売上総利益 479,033 133,337

販売費及び一般管理費 ※
 249,635

※
 185,172

営業利益又は営業損失（△） 229,398 △51,835

営業外収益

受取利息 2,668 1,024

受取配当金 2,240 1,381

鉄屑売却収入 2,894 826

助成金収入 － 11,603

その他 3,571 757

営業外収益合計 11,374 15,593

営業外費用

支払利息 5,680 4,289

デリバティブ評価損 3,284 6,076

その他 24 1,170

営業外費用合計 8,989 11,536

経常利益又は経常損失（△） 231,783 △47,777

特別損失

固定資産除売却損 237 69

特別損失合計 237 69

税金等調整前四半期純利益又は税金等調整前四半期
純損失（△）

231,546 △47,847

法人税、住民税及び事業税 104,793 345

過年度法人税等 － 2,951

法人税等調整額 1,719 2,233

法人税等合計 106,512 5,529

四半期純利益又は四半期純損失（△） 125,033 △53,377
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（３）【四半期連結キャッシュ・フロー計算書】
（単位：千円）

前第２四半期連結累計期間
(自　平成20年４月１日
　至　平成20年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自　平成21年４月１日
　至　平成21年９月30日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税金等調整前四半期純利益又は税金等調整前四
半期純損失（△）

356,382 △294,663

減価償却費 40,820 58,078

貸倒引当金の増減額（△は減少） 14,133 451

賞与引当金の増減額（△は減少） 21,742 △673

役員賞与引当金の増減額（△は減少） △13,700 △4,600

退職給付引当金の増減額（△は減少） △3,543 31,170

役員退職慰労引当金の増減額（△は減少） 5,222 △2,105

受取利息及び受取配当金 △7,932 △4,838

デリバティブ評価損益（△は益） △4,982 9,393

支払利息 10,723 8,073

有形固定資産除売却損益（△は益） 321 7,650

売上債権の増減額（△は増加） 293,989 89,809

たな卸資産の増減額（△は増加） △297,196 7,782

仕入債務の増減額（△は減少） 213,135 △241,843

前受金の増減額（△は減少） △122,570 122,568

その他 6,098 △59,165

小計 512,645 △272,910

利息及び配当金の受取額 7,932 4,838

利息の支払額 △9,081 △7,638

法人税等の還付額 － 93,601

法人税等の支払額 △407,228 △62,186

営業活動によるキャッシュ・フロー 104,268 △244,295

投資活動によるキャッシュ・フロー

定期預金の預入による支出 △90,000 －

定期預金の払戻による収入 100,000 －

有形固定資産の取得による支出 △104,621 △220,557

無形固定資産の取得による支出 △5,511 △7,733

投資有価証券の取得による支出 △215 △214

貸付けによる支出 － △10,000

その他 47 △7,397

投資活動によるキャッシュ・フロー △100,300 △245,902

財務活動によるキャッシュ・フロー

短期借入れによる収入 100,000 －

長期借入れによる収入 － 500,000

長期借入金の返済による支出 △50,000 △50,000

自己株式の取得による支出 △160 △31,369

配当金の支払額 △58,967 △55,185

その他 － △2,422

財務活動によるキャッシュ・フロー △9,128 361,022

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △5,161 △129,175

現金及び現金同等物の期首残高 1,882,146 1,633,223

現金及び現金同等物の四半期末残高 ※
 1,876,984

※
 1,504,047
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【表示方法の変更】

当第２四半期連結会計期間

（自　平成21年７月１日

　　至　平成21年９月30日）　

　　（四半期連結貸借対照表）

　　１．「財務諸表等の用語、様式及び作成方法に関する規則等の一部を改正する内閣府令」（平成20年８月７日　内

　　　閣府令第50号）の適用に伴い、前第２四半期連結会計期間において、流動資産の「その他」に含めて表示してお

　　　りました「貯蔵品」は、第１四半期連結会計期間から「原材料及び貯蔵品」に含めて表示しております。なお、

　　　前第２四半期連結会計期間の流動資産の「その他」に含まれる「貯蔵品」は2,565千円であります。　　

　　２．前第２四半期連結会計期間において、有形固定資産に含めて表示しておりました「建物及び構築物（純額）」

　　　及び「土地」は資産合計の100分の10を超えたため、当第２四半期連結会計期間では区分掲記することとしまし

　　　た。なお、前第２四半期連結会計期間の有形固定資産に含まれる「建物及び構築物（純額）」は536,721千円、

　　 「土地」は573,968千円であります。

　　３．前第２四半期連結会計期間において、流動負債の「その他」に含めて表示しておりました「１年内返済予定の　

　　　長期借入金」は、当第２四半期連結会計期間では区分掲記することとしました。なお、前第２四半期連結会計期

　　　間の流動負債の「その他」に含まれる「１年内返済予定の長期借入金」は100,000千円であります。　
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【注記事項】

（四半期連結貸借対照表関係）

当第２四半期連結会計期間末
（平成21年９月30日）

前連結会計年度末
（平成21年３月31日）

※１　有形固定資産の減価償却累計額は、1,453,821千円

　　　であります。

 ※１　有形固定資産の減価償却累計額は、1,406,753千円

　　　 であります。

　　　　　　　　　　―――――

　

※３　資産の金額から直接控除している貸倒引当金の額

　　　　投資その他の資産　　　　　　　　　　208千円　

※２　受取手形裏書譲渡高は、3,920千円であります。

　

※３　資産の金額から直接控除している貸倒引当金の額

　　　　投資その他の資産　　　　　　　　  　203千円　

　  　

　　

（四半期連結損益計算書関係）

前第２四半期連結累計期間
（自　平成20年４月１日
至　平成20年９月30日）

当第２四半期連結累計期間
（自　平成21年４月１日
至　平成21年９月30日）

※　販売費及び一般管理費のうち主要な費目及び金額は次

のとおりであります。

※　販売費及び一般管理費のうち主要な費目及び金額は次

のとおりであります。

(千円) (千円)

役員報酬 35,686

従業員給料 82,080

賞与引当金繰入額 18,580

退職給付引当金繰入額 7,704

役員退職引当金繰入額 5,222

旅費交通費 35,790

荷造運賃 108,345

役員報酬 33,322

従業員給料 82,925

賞与引当金繰入額 8,040

退職給付引当金繰入額 13,165

役員退職引当金繰入額 6,084

旅費交通費 43,821

荷造運賃 43,144

前第２四半期連結会計期間
（自　平成20年７月１日
至　平成20年９月30日）

当第２四半期連結会計期間
（自　平成21年７月１日
至　平成21年９月30日）

※　販売費及び一般管理費のうち主要な費目及び金額は次

のとおりであります。

※　販売費及び一般管理費のうち主要な費目及び金額は次

のとおりであります。

(千円) (千円)

役員報酬 18,777

従業員給料 42,396

賞与引当金繰入額 8,316

退職給付引当金繰入額 4,304

役員退職引当金繰入額 3,546

旅費交通費 20,617

荷造運賃 62,911

役員報酬 15,489

従業員給料 41,317

賞与引当金繰入額 5,803

退職給付引当金繰入額 3,009

役員退職引当金繰入額 2,213

旅費交通費 23,421

荷造運賃 26,587
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（四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係）

前第２四半期連結累計期間
（自　平成20年４月１日
至　平成20年９月30日）

当第２四半期連結累計期間
（自　平成21年４月１日
至　平成21年９月30日）

※  現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期連結貸借

対照表に掲記されている科目の金額との関係

※  現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期連結貸借

対照表に掲記されている科目の金額との関係

（平成20年９月30日現在）

（千円）

（平成21年９月30日現在）

（千円）

現金及び預金勘定 2,036,984　

長期性預金 300,000　

計 2,336,984　

預金期間が３か月を超える定期預金 △460,000　

現金及び現金同等物 1,876,984　

現金及び預金勘定 1,724,047　

長期性預金 200,000　　

計 1,924,047　　

預金期間が３か月を超える定期預金 △420,000　　

現金及び現金同等物 1,504,047　　

　　

（株主資本等関係）

当第２四半期連結会計期間末（平成21年９月30日）及び当第２四半期連結累計期間（自　平成21年４月１日　至　

平成21年９月30日）

１．発行済株式の種類及び総数

  普通株式　　　　　　　　15,000千株

 

２．自己株式の種類及び株式数

　普通株式　　　　　　　　 1,139千株　

 

３．新株予約権等に関する事項

　該当事項はありません。

　

４．配当に関する事項

　配当金支払額　

 
（決議）

株式の種類
配当金の総額
　　（千円）

１株当たり配
当額（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

平成21年６月26日

定時株主総会
普通株式 56,395 4 平成21年３月31日平成21年６月29日利益剰余金　
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（セグメント情報）

【事業の種類別セグメント情報】

前第２四半期連結会計期間（自平成20年７月１日　至平成20年９月30日）

 
合板機械事
業（千円）

木工機械事
業（千円）

住宅建材事
業（千円）

計（千円）
消去又は全
社（千円）

連結
（千円）

売上高 　 　 　 　 　 　

(1)外部顧客に対する売上高 1,758,204222,210215,6202,196,036 － 2,196,036

(2)セグメント間の内部売上高

又は振替高
－ 58,016 － 58,016△58,016 －

計 1,758,204280,226215,6202,254,052△58,0162,196,036

営業利益（又は営業損失△） 296,412△53,155 7,339 250,596△21,197229,398

当第２四半期連結会計期間（自平成21年７月１日　至平成21年９月30日）

 
合板機械事
業（千円）

木工機械事
業（千円）

住宅建材事
業（千円）

計（千円）
消去又は全
社（千円）

連結
（千円）

売上高 　 　 　 　 　 　

(1)外部顧客に対する売上高 638,882113,303206,864959,050 － 959,050

(2)セグメント間の内部売上高

又は振替高
－ 97 － 97 △97 －

計 638,882113,400206,864959,147 △97 959,050

営業利益（又は営業損失△） 20,415△70,584 13,094△37,074△14,760△51,835

　

          前第２四半期連結累計期間（自平成20年４月１日　至平成20年９月30日）

 
合板機械事
業（千円）

木工機械事
業（千円）

住宅建材事
業（千円）

計（千円）
消去又は全
社（千円）

連結
（千円）

売上高 　 　 　 　 　 　

(1)外部顧客に対する売上高 2,564,142295,031468,0933,327,268 － 3,327,268

(2)セグメント間の内部売上高

又は振替高
110 58,125 － 58,235△58,235 －

計 2,564,253353,157468,0933,385,504△58,2353,327,268

営業利益（又は営業損失△） 448,367△105,03939,828383,156△37,899345,257

当第２四半期連結累計期間（自平成21年４月１日　至平成21年９月30日）

 
合板機械事
業（千円）

木工機械事
業（千円）

住宅建材事
業（千円）

計（千円）
消去又は全
社（千円）

連結
（千円）

売上高 　 　 　 　 　 　

(1)外部顧客に対する売上高 702,727166,161383,0101,251,899 － 1,251,899

(2)セグメント間の内部売上高

又は振替高
－ 97 － 97 △97 －

計 702,727166,258383,0101,251,996△97 1,251,899

営業利益（又は営業損失△） △122,279△150,98516,432△256,831△33,856△290,688
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　（注）１．事業区分の方法

　　事業は、内部管理上採用している区分によっております。

２．各事業区分の主要製品は次のとおりであります。

　（１）合板機械事業　…　合板機械の製造販売

　（２）木工機械事業　…　木工機械の製造販売

　（３）住宅建材事業　…　住宅建材の製造販売

３．会計処理の方法の変更

   前第２四半期連結累計期間

（棚卸資産の評価に関する会計基準）

　「四半期連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更」（１）に記載のとおり、第１四半期連

結会計期間より、「棚卸資産の評価に関する会計基準」（企業会計基準第９号　平成18年７月５日）を適用し

ております。この変更に伴い、従来の方法によった場合に比べて、当第２四半期連結累計期間の営業利益が、合

板機械事業で12,938千円、木工機械事業で69,166千円、それぞれ減少しており、住宅建材事業については影響

がありません。

　

【所在地別セグメント情報】

　前第２四半期連結会計期間（自平成20年７月１日 至平成20年９月30日）及び当第２四半期連結会計期間（自

平成21年７月１日 至平成21年９月30日）並びに前第２四半期連結累計期間（自平成20年４月１日 至平成20年

９月30日）及び当第２四半期連結累計期間（自平成21年４月１日 至平成21年９月30日）

　本邦以外の国又は地域に所在する連結子会社及び在外支店がないため、該当事項はありません。　　
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【海外売上高】

前第２四半期連結会計期間（自平成20年７月１日　至平成20年９月30日）

 東南アジア 北米 ロシア 　その他 計

Ⅰ　海外売上高（千円） 371,912 2,751 861,264 5,784 1,241,711

Ⅱ　連結売上高（千円） － － － － 2,196,036

Ⅲ　連結売上高に占める海外売上

高の割合（％）
16.9 0.1 39.2 0.3 56.5

当第２四半期連結会計期間（自平成21年７月１日　至平成21年９月30日）

 東南アジア 北米 ロシア 　その他 計

Ⅰ　海外売上高（千円） 39,783 3,994 2,350 8,400 54,527

Ⅱ　連結売上高（千円） －　 － － － 959,050

Ⅲ　連結売上高に占める海外売上

高の割合（％）
4.1 0.4 0.2 0.9 5.7

前第２四半期連結累計期間（自平成20年４月１日　至平成20年９月30日）

 東南アジア 北米 ロシア 　その他 計

Ⅰ　海外売上高（千円） 1,013,668 3,477 873,112 90,6531,980,910

Ⅱ　連結売上高（千円） － － － － 3,327,268

Ⅲ　連結売上高に占める海外売上

高の割合（％）
30.5 0.1 26.2 2.7 59.5

当第２四半期連結累計期間（自平成21年４月１日　至平成21年９月30日）

 東南アジア 北米 ロシア 　その他 計

Ⅰ　海外売上高（千円） 66,072 4,408 3,420 15,334 89,234

Ⅱ　連結売上高（千円） － － － － 1,251,899

Ⅲ　連結売上高に占める海外売上

高の割合（％）
5.3 0.4 0.3 1.2 7.1

　（注）１．国又は地域区分は、地理的近接度により区分しております。

２．各区分に属する主な国又は地域の内訳は次のとおりであります。

(1)東南アジア　…　マレーシア、インドネシア、フィリピン

(2)北米　　　　…　アメリカ合衆国、カナダ　

３．海外売上高は、本邦以外の国又は地域における売上高であります。
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（１株当たり情報）

１．１株当たり純資産額

当第２四半期連結会計期間末
（平成21年９月30日）

前連結会計年度末
（平成21年３月31日）

１株当たり純資産額 207.52円 １株当たり純資産額 230.36円

２．１株当たり四半期純利益金額又は１株当たり四半期純損失金額等

前第２四半期連結累計期間
（自　平成20年４月１日
至　平成20年９月30日）

当第２四半期連結累計期間
（自　平成21年４月１日
至　平成21年９月30日）

１株当たり四半期純利益金額 13.79円 １株当たり四半期純損失金額 20.91円

　なお、潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額につい

ては、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

　なお、潜在株式調整後１株当たり四半期純損失金額につい

ては、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

　（注）　１株当たり四半期純利益金額又は１株当たり四半期純損失金額の算定上の基礎は、以下のとおりであります。

 
前第２四半期連結累計期間
（自　平成20年４月１日
至　平成20年９月30日）

当第２四半期連結累計期間
（自　平成21年４月１日
至　平成21年９月30日）

四半期純利益又は四半期純損失（△）

（千円）
202,512 △292,598

普通株主に帰属しない金額（千円） － －

普通株式に係る四半期純利益又は四半期純損失

（△）（千円）
202,512 △292,598

期中平均株式数（千株） 14,689 13,990

前第２四半期連結会計期間
（自　平成20年７月１日
至　平成20年９月30日）

当第２四半期連結会計期間
（自　平成21年７月１日
至　平成21年９月30日）

１株当たり四半期純利益金額 8.51円 １株当たり四半期純損失金額 3.84円

　なお、潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額につい

ては、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

　なお、潜在株式調整後１株当たり四半期純損失金額につい

ては、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

　（注）　１株当たり四半期純利益金額又は１株当たり四半期純損失金額の算定上の基礎は、以下のとおりであります。

 
前第２四半期連結会計期間
（自　平成20年７月１日
至　平成20年９月30日）

当第２四半期連結会計期間
（自　平成21年７月１日
至　平成21年９月30日）

四半期純利益又は四半期純損失（△）

（千円）
125,033 △53,377

普通株主に帰属しない金額（千円） － －

普通株式に係る四半期純利益又は四半期純損失

（△）（千円）
125,033 △53,377

期中平均株式数（千株） 14,689 13,908

　

（重要な後発事象）

該当事項はありません。

　

 

２【その他】

　該当事項はありません。
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第二部【提出会社の保証会社等の情報】
　該当事項はありません。
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 独立監査人の四半期レビュー報告書 

　  平20年11月14日

株式会社太平製作所

　取締役会　御中　 　

　

　  監査法人トーマツ　 　

 
指定社員
業務執行社員

 公認会計士　 　松井　夏樹　　印　 　

 
指定社員
業務執行社員

 公認会計士 　蛯原　新治　　印 　

　当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている株式会社太平製作所

の平成20年４月１日から平成21年３月31日までの連結会計年度の第２四半期連結会計期間（平成20年７月１日から平成20

年９月30日まで）及び第２四半期連結累計期間（平成20年４月１日から平成20年９月30日まで）に係る四半期連結財務諸

表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書及び四半期連結キャッシュ・フロー計算書について四半期レ

ビューを行った。この四半期連結財務諸表の作成責任は経営者にあり、当監査法人の責任は独立の立場から四半期連結財務

諸表に対する結論を表明することにある。

　当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四半期レビューを行った。

四半期レビューは、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質問、分析的手続

その他の四半期レビュー手続により行われており、我が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して実

施される年度の財務諸表の監査に比べ限定された手続により行われた。

　当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認めら

れる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、株式会社太平製作所及び連結子会社の平成20年９月30日現在の財政状態、

同日をもって終了する第２四半期連結会計期間及び第２四半期連結累計期間の経営成績並びに第２四半期連結累計期間の

キャッシュ・フローの状況を適正に表示していないと信じさせる事項がすべての重要な点において認められなかった。

追記情報

　四半期連結財務諸表の作成のための基本となる重要な事項等の変更に記載されているとおり、会社は第１四半期連結会計

期間から「棚卸資産の評価に関する会計基準」が適用されたため、この会計基準により四半期連結財務諸表を作成してい

る。

 

　会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

以　上

 

（注）１．上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期報告

書提出会社）が別途保管しております。

２．四半期連結財務諸表の範囲にはＸＢＲＬデータ自体は含まれていません。
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 独立監査人の四半期レビュー報告書 

　 平成21年11月９日

株式会社太平製作所

　取締役会　御中　 　

　

  有限責任監査法人トーマツ 　

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士　 　松井　夏樹　　印 　

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 　蛯原　新治　　印 　

　当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている株式会社太平製作所

の平成21年４月１日から平成22年３月31日までの連結会計年度の第２四半期連結会計期間（平成21年７月１日から平成21

年９月30日まで）及び第２四半期連結累計期間（平成21年４月１日から平成21年９月30日まで）に係る四半期連結財務諸

表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書及び四半期連結キャッシュ・フロー計算書について四半期レ

ビューを行った。この四半期連結財務諸表の作成責任は経営者にあり、当監査法人の責任は独立の立場から四半期連結財務

諸表に対する結論を表明することにある。

　当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四半期レビューを行った。

四半期レビューは、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質問、分析的手続

その他の四半期レビュー手続により行われており、我が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して実

施される年度の財務諸表の監査に比べ限定された手続により行われた。

　当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認めら

れる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、株式会社太平製作所及び連結子会社の平成21年９月30日現在の財政状態

並びに同日をもって終了する第２四半期連結会計期間及び第２四半期連結累計期間の経営成績並びに第２四半期連結累計

期間のキャッシュ・フローの状況を適正に表示していないと信じさせる事項がすべての重要な点において認められなかっ

た。

　会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

以　上

（注）１．上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期報告

書提出会社）が別途保管しております。

２．四半期連結財務諸表の範囲にはＸＢＲＬデータ自体は含まれていません。
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